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2021 年 12月 23日 

 

各  位 

 

会 社 名 中小企業ホールディングス㈱ 

代表者名 代表取締役社長 岡 本 武 之 

 (コード番号 1757 東証第２部) 

問合せ先 代表取締役社長 岡 本 武 之 

(Tel. 03-6825-7100) 

 

当社子会社による㈱ジールバイオテックとの総販売店契約締結のお知らせ 

 

 

本日開催の取締役会において、当社子会社であるV BLOCK販売㈱が、㈱ジールバイオテック（以

下「ジールバイオ社」と言います）との間で、商品の販売に関する総販売店契約（以下「本契約」

と言います）を締結することを決議しましたので、下記の通りお知らせ致します。 

 

記 

 

１．総販売店契約締結に至った経緯 

2021 年 10 月１日に国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）より発表された「ダチョ

ウ抗体（注１）を坦持させた不織布マスクを用いて口鼻からの新型コロナウィルス可視化に成功 

～低コストで簡易なウィルス検出技術の実用化を加速～」に関し、ジールバイオ社により当

該特性を用いた「ダチョウ抗体新型コロナウィルス検査キット」（以下「本商品」と言います）

（注２）の商品化が進められておりますが、2021年 11月８日付け当社ホームページニュース「当

社子会社による株式会社ジールバイオテックとの合意に関するお知らせ」でお伝えしました

ように、V BLOCK 販売㈱がその販売を行うことで合意し、以降ジールバイオ社と契約締結に

向け協議を続け、本日 V BLOCK 販売㈱とジールバイオ社との間で、本商品の販売について総

販売店契約の締結することとなりました。 

   ジールバイオ社は、ダチョウ抗体を用いた商品の開発・販売を行うために 2021 年５月 13

日に設立されました。また、ジールバイオ社はダチョウ抗体研究の第一人者であり、京都府

立大学学長である塚本康浩氏を取締役会長として迎え入れております。 

   当社グループとジールバイオ社が協力し、本商品について 2022年１月中のテスト販売開始

及び 2022年３月中の正式販売開始を目指して参りますが、ダチョウ抗体を用いた新型コロナ

ウィルス感染を可視化できる検査キットを国内外に販売することで、社会に貢献できるとと

もに当社グループの業績にも貢献できるものと考えております。 

 

（注1） ダチョウ抗体について     

地球上最大の鳥類であるダチョウの生命力と卵の大きさ・産卵量に着目し、ダチョウに無害化した抗

原（ウイルスや細菌等）を投与して、その抗原の働きを抑える抗体を生成したものです。 

ダチョウ抗体の抑制力としては、感染抑制実験の結果（全て京都府立大学・インドネシア ボゴール農

業大学獣医学部の共同テスト）、鳥インフルエンザウイルス［H5N1］［A/H7N9］、季節性インフルエンザウ

イルス［A 香港型 H3N2・ソ連型 H1N1・B 型］、新型インフルエンザウイルス［A（H1N1）pdm09］で感染抑



 

2 
 

制率 99.9%となりました。新型コロナウィルス［SARS-CoV-2］でも吸着・感染抑制の効果が京都府立大学

にて確認されています。 

 

（注2） ダチョウ抗体による感染症の検査キットについて 

2021 年 10 月１日付けで国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）と京都府立大学の共同発表による

「ダチョウ抗体を坦持させた不織布マスクを用いて口鼻からの新型コロナウィルスの可視化に成功 ～

低コストで簡易なウィルス検出技術の実用化を加速～」に関し、実用化に向け米国スタンフォード大学

医学部での臨床検体での検証を経て、京都府立大学発ベンチャー（オーストリッチファーマ㈱［京都府

精華町］、㈱ジールバイオテック［大阪府吹田市］）と検査機器メーカーが製品化（検査キット化）し、

国内外で販売する予定である旨が発表されています。 

 

     本件に関しては、各社 HP の発表内容をご参照ください。 

 

      国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST） 

https:// www.jst.go.jp/pr/announce/20211001-2/index.html 

          京都府立大学法人 京都府立大学 

https://www.kpu.ac.jp/contents_detail.php?co=new&frmId=8601 

      ㈱ジールバイオテック  

https://zbio.jp 

 

２．総販売店契約の主な内容 

   本契約では、2021年 12月 24日から 2年間、ジールバイオ社が販売する本商品を、総販売

店として独占的に販売を行って参ります。 

   V BLOCK 販売が本商品の販売窓口となるため、新型コロナウィルスが依然として世界中で

猛威を振るう中、本商品の販売を通じて社会に貢献すべく、全力で取り組んで参ります。 

 

３．当該子会社の概要 

(1) 名       称 V BLOCK 販売株式会社 

(2) 所   在   地 東京都代田区神田錦町３丁目４番２ 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 岡本 武之 

(4) 事  業 内  容 除菌・抗菌関連商品の仕入及び販売、他 

(5) 資      本      金 9,000,000円 

(6) 設   立   日 2021年５月 25日 

(7) 株主及び持株比率 中小企業ホールディングス株式会社 100% 

(8) 決   算   期 ３月 31日 

(9) 
上 場 会 社 と 当 該 

会 社 と の 関 係 

資 本 関 係 当社 100％子会社 

人 的 関 係 
当社から１名（代表取締役）の役員の派遣を

しております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

(10) 
最近３年間の経営成

績 及 び 財 務 状 態 

V BLOCK 販売㈱は、本年５月 25日に設立されたため、最近３

年間の経営成績及び財政状態につきましては、記載すべき事

項はございません。 



 

3 
 

４．総販売店契約締結先の概要 

(1) 名 称 株式会社ジールバイオテック 

(2) 所 在 地 大阪市吹田市豊津町 18番 13号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 前田 修 

(4) 事 業 内 容 化粧品や日用品、医薬品、医薬部外品、生薬の販売 

(5) 資 本 金 9,000,000円 

(6) 設 立 日 2021年５月 1３日 

(7) 株主及び持株比率 前田 修 60% 

その他 40% 

(8) 決 算 期 ５月 31日 

(9) 
上 場 会 社 と 当 該 

会 社 と の 関 係 

資 本 関 係 

ジールバイオ社の代表取締役の前田修氏は当

社株式を 30万株、前田修氏が代表取締役であ

る㈱ジールコスメティックスが当社株式を 30

万株、それぞれ保有しております。 

人 的 関 係 
当該法人の代表取締役の前田修氏は、当社の

取締役です。 

取 引 関 係 該当事項はありません 

(10) 
最近３年間の経営成

績 及 び 財 務 状 態 

ジールバイオ社は、本年５月 13日に設立されたため、最近３

年間の経営成績及び財政状態につきましては、記載すべき事

項はございません。 

 

５．日程 

取 締 役 会 決 議 日 2021年 12月 23日 

総販売店契約書締結日 2021年 12月 24日 

 

６．今後の見通し 

本件は、本年 12 月 14 日付け発行決議した当社の第三者割当増資の資金使途に関する充当

の一環をなしております。 

今期の業績への影響につきましては現時点では軽微ですが、今後、総販売店契約に基づき

実績を積み上げたうえ、当社の業績に重大な影響を与えることが判明した場合、すみやかに

お知らせ致します。 

 

以上 


